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８－１－２－２．判別式

方程式の解のうち、実数であるものを実数解、虚数であるものを虚数解という。

実数を係数とする（ただし 0a ）2 次方程式

02  cbxax …①

の解は、

a
acbbx

2
42 



であったから、その種類は acb 42  の符号によって定まる。

042  acb ⇒ ①は異なる 2 つの実数解をもつ

042  acb ⇒ ①は重解をもつ

042  acb ⇒ ①は異なる 2 つの虚数解をもつ

042  acb のときの重解は実数であり、 042  acb のときの 2 つの虚数解は互いに共役で

ある。

acb 42  を 2 次方程式①の判別式といい、 Dで表すことが多い。

2 次方程式の解の種類の判別

0D ⇔ 異なる 2 つの実数解をもつ

0D ⇔ 重解をもつ

0D ⇔ 異なる 2 つの虚数解をもつ

a 、b、 c を実数とする（ 0a ）。2 次方程式 022  cxbax においては

   acbacbacbD  222 44442

であるから、 acbD
 2

4
の符号で、解を判別することができる。
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（例）

2 次方程式 012  xx の判別式 Dは   0511412 D であるから、この 2 次方

程式は異なる 2 つの実数解をもつ。

2 次方程式 012  xx の判別式 D は 0311412 D であるから、この 2 次方

程式は異なる 2 つの虚数解をもつ。

2 次方程式 0342 2  xx の判別式を D とすると 02322
4

2 
D

であるから、

この 2 次方程式は異なる 2 つの虚数解をもつ。

（例）

012  axx が実数解をもつような実数 a の値の範囲を求める。

判別式を Dとすると

42  aD
である。この 2 次方程式が実数解をもつ条件は

0D
であるから

042 a
   022  aa

2a 、 a2
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